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Ⅰ 企業局の組織の概要及び主な事務分掌（企業局）

１ 企業局の組織及び職員数

本庁５課１室１出先機関（１２８人。企業局長を含む）

【令和３年４月１日現在】

総 務 ・ 管 財 担 当

職 員 ・ 調 整 担 当

総 務 課 出 納 担 当

（２１人） 財 務 担 当

経営企画室 経 営 担 当

（７人） 企 画 担 当

入 札 ・ 契 約 担 当

工務管理課 技術調整・企画担当

（１９人） 大 規 模 改 良 担 当

公営企業管理者
副局長(総括)

北部管理事務所 土 木 担 当
企業局長

副局長(技術) （７人） 電 気 担 当

送 配 電 担 当

施設保全課 土 木 担 当

（１９人） 営繕・ダム設備担当

管 理 担 当

小 丸 ・ 酒 谷 担 当

発電設備課 綾 担 当

（２９人） 三 財 ・ 岩 瀬 担 当

祝 子 担 当

総合制御課 業 務 担 当

（２３人） 運 用 担 当

情 報 通 信 担 当
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２ 企業局の主な事務分掌
【令和３年４月１日現在】

総務課
１ 公有財産の取得、管理及び処分に関すること。
２ 職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関すること。
３ 局内の事務の総合調整に関すること。
４ 金銭の出納事務に関すること。
５ 予算及び決算に関すること。
６ 水源かん養林（緑のダム造成事業を含む。）及び分収林の管理に関すること。

総務課経営企画室
１ 経営の基本方針及び経営計画に関すること。
２ 電気料金その他の供給条件に関すること。
３ 工業用水道の使用料その他の供給条件に関すること。
４ 地域振興事業に係る管理運営に関すること。
５ 新規事業及び既存事業（電気事業を除く。）に係る企画及び調査に関すること。

工務管理課
１ 電気事業施設、工業用水道事業施設及び地域振興事業施設（以下「施設等」という。）に

係る許認可に関すること（他課の主管に属するものを除く。）。
２ 電気事業に係る企画及び調査に関すること。
３ 災害対策及び安全管理に関すること。
４ 新規発電所の建設工事の計画並びに設計（許認可申請等を含む。) 、施行、監督及び検査

（以下「設計等」という。) に関すること。
５ 工事及び委託（総務課の主管に属するものを除く。以下「工事等」という。) に係る入札

制度に関すること。
６ 発電所の大規模な改良工事の計画及び設計等に関すること。

施設保全課
１ 送配電設備の管理及び工事の設計等に関すること。
２ 送配電設備に係る土地の借入及び補償に関すること。
３ ダムに関すること（他課の主管に属するものを除く。) 。
４ 施設等に係る土木工作物の管理及び工事の設計等に関すること（他課の主管に属するもの

を除く。) 。

発電設備課
１ 施設等に係る電気及び機械設備の管理及び工事の設計等に関すること（他課の主管に属す

るものを除く。)。
２ 工事等に係る契約、予算管理及び精算に関すること（他課の主管に属するものを除く。) 。

総合制御課
１ 発電所及び工業用水道施設の監視制御に関すること。
２ 停止作業計画に関すること。
３ 給電業務に関すること。
４ 電力量に関すること。
５ 貯水池の運用に関すること。
６ 総合監視制御システム（付随設備及び遠方監視制御設備を含む。) の管理及び工事の設計

等に関すること。
７ 企業局情報通信ネットワーク（付随設備を含む。) の管理及び工事の設計等に関すること。

北部管理事務所
１ 工業用水道施設の管理に関すること。
２ 工業用水の水質及び水圧の検査に関すること。
３ 工業用水道施設の直接運転に関すること。
４ 工業用水道施設に係る土木、電気及び機械設備工事の設計、監督及び検査に関すること。
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Ⅱ 事業概要

企業局では次の３事業を実施している。

電 気 事 業 水力発電等を行い、電力を供給

工業用水道事業 細島工業団地の工場などに工業用水を供給

地域振興事業 一ツ瀬川県民スポーツレクリエーション施設（ゴルフ場）を運営

１ 電気事業

(１) 発電事業

① 沿革

昭和１３年に県営電気建設部として発足以来、河川管理者の委託を受けて、６つ

の河川総合開発事業を実施しており、電力の安定供給や下流域市町村の水害防止、

かんがい用水確保による農業の振興など、地域の発展に貢献している。

小丸川河水統制事業（昭和１３年 ～ 昭和３１年）

綾 川総合開発事業（昭和３１年 ～ 昭和３５年）

三財川総合開発事業（昭和３６年 ～ 昭和３８年）

大淀川総合開発事業（昭和３９年 ～ 昭和４２年）

祝子川総合開発事業（昭和４４年 ～ 昭和４８年）

綾北川総合開発事業（昭和４６年 ～ 平成１２年）

② 事業の規模

ア 水力発電

発 電 所 数 １４

最大出力合計 １５９，０５５キロワット（２５公営電気事業者中、第３位）

供 給 先 九州電力株式会社、九州電力送配電株式会社

所 在 発電開始 最 大 出 力発 電 所 名 市町村 年 月 （ｋＷ）

祝 子 発 電 所 延岡市 S48.4 17,300

祝 子 川 上 祝 子 発 電 所 〃 S48.9 3,300

（五ヶ瀬川水系） 浜 砂 発 電 所 〃 H 4.4 2,400

祝子第二発電所 〃 H24.4 35

小 丸 川 石河内第一発電所 木城町 S25.5 22,200

（小丸川水系） 渡 川 発 電 所 日向市 S30.4 12,000

三 財 川 立 花 発 電 所 西都市 S38.2 13,400

（一ツ瀬川水系） 三 財 発 電 所 〃 S38.7 8,800

(南) 小林市 S33.4 13,000綾第一発電所綾 川 (北) 〃 S35.5 12,000

（大淀川水系） 綾 第 二 発 電 所 綾 町 S34.3 28,000

田代八重発電所 小林市 H12.4 5,800

岩 瀬 川 岩 瀬 川 発 電 所 都城市 S42.7 18,600

（大淀川水系） 猿 瀬 発 電 所 高原町 H16.4 1,700

酒 谷 川 酒 谷 発 電 所 日南市 H28.10 520
（広渡川水系）

合 計 159,055
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イ 太陽光発電

設置箇所数 ４

所 在 発電開始 最 大 出 力設 置 場 所 市町村 年 月 （ｋＷ）

工業用水道施設配水池 日向市 H22.2 30

北 部 管 理 事 務 所 〃 H26.3 20

一ツ瀬川県民スポーツ 新富町 H23.2 90

レクリエーション施設

綾 第 二 発 電 所 綾町 H26.3 50

合 計 190

③ 年間供給電力量等（令和３年度当初予算）

年間供給電力量 479,161 千ｋＷｈ

電 力 料 4,610,582 千円

(２) 緑のダム造成事業

安定的な電力の供給に資することを目的として、企業局が発電事業を行うダムの

上流域の未植栽地を水源かん養機能の高い森林として整備するもので、平成１８年

度から実施している。

※ 取得面積（累計）：５０２．５０ヘクタール （R3.3.31現在）

植林面積（累計）：２２８．６１ヘクタール （R3.3.31現在)

(３) 市町村等の小水力発電開発への技術支援

電気事業で培った水力発電開発等のノウハウを生かし、市町村や土地改良区など

が取り組む小水力発電の開発に必要な現地調査や、経済性の評価などを行っている。

平成１７年度から令和２年度までの間、市町村からの要請に伴う小水力発電可能

性調査を６６地点で実施し、次の８地点の発電設備が稼働している。

・下小原発電所（日之影町と共同建設） ５ｋＷ（平成26年２月)
し も こ ば る

・「川の駅百菜屋」発電設備（西米良村と共同建設) １ｋＷ（平成26年６月)

・荒谷発電所（五ヶ瀬町） ２．４ｋＷ（平成27年４月)
あらたに

・諸塚小水力発電所（諸塚村） １９．５ｋＷ（平成29年４月)

・大日止昴 小水力発電所（大人発電農業協同組合) ４９．９ｋＷ（平成29年11月)
お お ひ と すばる

・田代陣の池ホタル谷小水力発電所（えびの市） １３．９ｋＷ（令和元年８月)
た しろ

・柿木原浄水場マイクロ水力発電所（官民連携） ２７．０ｋＷ（令和２年６月)
かきのきばる

・狭野土地改良区小水力発電所（狭野土地改良区) １９．９ｋＷ（令和３年３月)
さ の
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２ 工業用水道事業

(１) 事業の概要

工業用水道事業は、細島工業団地に工業用水を供給する目的で、昭和３９年１０

月から給水を開始している。

給水能力は、１２５，０００ｍ３／日で、現在、旭化成株式会社など１３社に給水

を行っている。

なお、令和３年１２月から令和４年２月にかけて、日向市が上水道の工事（富島

幹線用水路補修工事）を行う予定であり、その間、上水道の取水ができないため、

工業用水側から日向市への給水を行うこととしている。

(２) 企業別の契約水量

（令和３年４月現在：１３社）

受 水 企 業 名 契約水量(ｍ３／日)

旭 化 成(株) 36,600

(株)日 向 製 錬 所 30,300

東 ソ ー 日 向(株) 15,500

富 士 シ リ シ ア 化 学(株) 7,620

第 一 糖 業(株) 3,570

中 国 木 材(株) 3,000

太陽工業コンクリート(株) 240

(株)黒 田 工 業 550

南日本くみあい飼料(株) 102

岸 上 冷 蔵(株) 156

(株)科 学 飼 料 研 究 所 240

セ ン コ ー(株) 200

東 郷 メ デ ィ キ ッ ト(株) 102

合 計 98,180

(３) 給水料金

基 本 料 金 10.40 円／ｍ３ （全国平均：22.60 円）
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(４) 施設の概要
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３ 地域振興事業（一ツ瀬川県民スポーツレクリエーション施設）

(１) 事業の概要

地域振興事業は、地域振興と県民福祉の向上に寄与する目的で、一ツ瀬川県民ス

ポーツレクリエーション施設として、一ツ瀬川の河川敷にゴルフコースなどを整備

し、平成２年より営業しており、令和２年度に開設３０周年を迎え、利用者数は累

計１２０万人を超えている。

(２) 施設の概要

所在地 営業開始 指定管理者 ゴルフコース 主要施設

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 18ﾎｰﾙ
株式会社 サービスセンター

児湯郡 ﾊﾟｰ 70
平成２年11月 モリタゴルフ

新富町 S.G 5,710ﾔｰﾄﾞ 駐車場
(R1～5)

W.G 5,610ﾔｰﾄﾞ

(３) ゴルフ場の利用料金（ゴルフ場利用税、手引きカート代含む）

（令和3年3月現在）

利 用 者 種 別 平 日 土日祝

一 般 18歳 ～ 64歳 3,280円 3,970円

シニア 65歳 ～ 69歳 2,560円 3,970円

70歳 ～ 2,400円 3,650円

ジュニア ～ 17歳 1,230円

※ 割引料金等

・レディスデー（水曜日） 2,580円

・早朝・薄暮のハーフプレー、延長等の各種料金設定あり
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４ 施設の位置図

宮崎自動車道

大淀川

耳川

祝
子
川

一ツ瀬川

小丸川

綾北川

本庄川

渡川

五ヶ瀬川

上祝子発電所

石河内第一発電所

渡川発電所

三財発電所

立花発電所

綾第二発電所

岩瀬川発電所 企業局庁舎

綾第一発電所

田代八重発電所

一ツ瀬川県民スポーツ
レクリエーション施設

北部管理事務所
工業用水道 浄水場

工業用水道 配水池

三財川

岩瀬川

猿瀬発電所

九州縦貫自動車道 東
九
州
自
動
車
道

祝子発電所九州中央自動車道
祝子第二発電所 ●

熊本県

鹿児島県

大分県

浜砂発電所

酒谷発電所

酒谷川

広渡川

青文字：電気事業関連施設

緑文字：工業用水道事業関連施設

赤文字：地域振興事業関連施設

凡 例

細島工業団地
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Ⅲ 令和３年度宮崎県公営企業会計当初予算

１ 令和３年度宮崎県公営企業会計当初予算のポイント

（１）将来に向けた安定経営のための基盤整備

固定価格買取制度（ＦＩＴ）を活用した設備投資を推進するなど老朽化した施設

・設備の計画的な更新・改修を行うことにより、将来にわたって安定的に経営を行

うための基盤を整備する。

（主な事業）

○渡川発電所大規模改良事業（継続費） 1,864,377千円

（発電設備一括更新工事 1,543,320千円）

（渡川発電所改良工事（土木・建築） 321,057千円）

○綾第二発電所大規模改良事業（継続費） 711,161千円

○企業局庁舎改修工事（継続費） 631,193千円

○祝子発電所主要変圧器取替工事（継続費） 183,948千円

○祝子発電所所内高圧設備更新工事 161,150千円

○新総合監視制御システム一部更新工事（継続費） 88,000千円

○新田代八重発電所建屋改修工事 66,000千円

○曙橋水管橋（新管）塗装工事 39,600千円

○工業用水道施設アセットマネジメント計画策定業務 22,300千円

（２）経営環境の変化への的確な対応

電力システム改革や頻発する集中豪雨、南海トラフ地震など、企業局を取り巻く

経営環境の変化に的確に対応する。

（主な事業）

○渡川発電所大規模改良事業（継続費）<再掲> 1,864,377千円

○綾第二発電所大規模改良事業（継続費）<再掲> 711,161千円

○緑のダム造成事業 68,285千円

○新古賀根橋ダムほか震度計設置工事 55,000千円

○岩瀬川発電所ほか計量点変更工事 43,670千円

○小丸川濁水軽減対策調査業務 8,021千円

（３）地域貢献に資する取組の推進

局の設置理念「産業経済の振興と住民福祉の増進」に基づき、地域貢献に資する

取組を推進する。

（主な事業）

○企業局地域貢献事業（国スポ・障スポ支援事業） 1,000,000千円

○緑のダム造成事業<再掲> 68,285千円

○県営発電所周辺地域振興事業 13,000千円

○みやざきの内水面資源回復推進事業 9,000千円

○企業局のお仕事ＰＲ事業 8,035千円

○新企業局イメージアップ事業 5,384千円
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２　令和３年度宮崎県公営企業会計当初予算の概要

　（１）電気事業

　　　 【業務の予定量（年間供給電力量　479,161,000kWh）】

（単位：千円）

　（２）工業用水道事業

　　　 【業務の予定量（給水事業所数　14者　年間総給水量　38,085,700 ）】

（単位：千円）

　（３）地域振興事業

　　　 【業務の予定量（年間施設利用者数　31,500人）】

（単位：千円）

※ 各会計の資本的収支の不足額は、過年度分損益勘定留保資金等で補てんする。

区　　　分 令和３年度当初予算 令和２年度当初予算 増　　減

収
益
的
収
支

事 業 収 益 5,025,790 4,875,920 149,870

事 業 費 5,447,947 5,291,998 155,949

収 支 残 －422,157 －416,078 －6,079

資本的支出 5,626,078 3,049,233 2,576,845

118,736

収 支 残

473,497 407,651 65,846

収 支 残

－5,436,119 －2,978,010 －2,458,109

区　　　分 令和３年度当初予算 令和２年度当初予算 増　　減

資
本
的
収
支

資本的収入 189,959 71,223

－75,329 1,991 －77,320

資
本
的
収
支

資本的収入 771 1 770

資本的支出 107,316

収
益
的
収
支

事 業 収 益 398,168 409,642 －11,474

事 業 費

271,358 －164,042

収 支 残 －106,545 －271,357 164,812

区　　　分 令和３年度当初予算 令和２年度当初予算 増　　減

収
益
的
収
支

事 業 収 益 22,020 21,668 352

事 業 費 20,699 21,504 －805

収 支 残 1,321 164 1,157

－17,973 －22,380 4,407

資
本
的
収
支

資本的収入 0 0 0

資本的支出 17,973 22,380 －4,407

収 支 残
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（１）業務の予定量

年間供給電力量  ４７９，１６１，０００ｋＷｈ

（２）収益的収入及び支出 （単位：千円）

事業収益

営業収益

電力料

営業雑収益

附帯事業収益

電力料

附帯事業雑収益

財務収益

受取配当金

受取利息

基金収益

営業外収益

特別利益

事業費

営業費用

職員給与費

減価償却費

修繕費

委託費

固定資産除却費

諸費

水利使用料

その他

附帯事業費用

財務費用

営業外費用

特別損失

予備費

収支残

令和３年度宮崎県公営企業会計（電気事業）予算

83,571 68,856 14,715 行政財産使用料等

5,025,790 4,875,920 149,870

4,610,680 4,519,221 91,459

科　目
令和３年度
当初予算

令和２年度
当初予算

増　減 備　考

4,527,109 4,450,365 76,744 九州電力（株）との基本契約による電力料

695 1,956 -1,261 多目的ダム管理負担金等

240,907 190,180 50,727

84,168 86,211 -2,043

83,473 84,255 -782 小水力、太陽光発電電力料

33,463 39,045 -5,582 基金運用による受取利息

90,035 80,308 9,727 長期前受金戻入等

94,177 47,593 46,584 株式配当金

113,267 103,542 9,725 資金運用による受取利息

5,041,215 4,939,859 101,356

1,077,643 1,008,246 69,397

0 0 0

5,447,947 5,291,998 155,949

277,099 386,553 -109,454 送電線路維持管理業務委託等

507,064 373,846 133,218 渡川発電所大規模改良事業等

1,193,292 1,140,321 52,971

871,816 882,042 -10,226 企業局庁舎改修工事等

614,166 633,677 -19,511 共有設備費分担額等

73,904 73,637 267 小水力、太陽光発電に係る費用

294,662 309,701 -15,039 田代八重綾線防災対策工事負担金等

205,473 205,473 0

0 0 0

50,000 50,000 0

21,382 31,808 -10,426 企業債等の支払利息

261,446 196,694 64,752 消費税及び地方消費税納付額等

-422,157 -416,078 -6,079
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（３）資本的収入及び支出 （単位：千円）

資本的収入

工事負担金

固定資産売却代金

貸付金返還金

資本的支出

建設改良費

企業債償還金

繰出金

雑支出

予備費

収支残

※資本的収支不足額

・減債積立金

・地方振興積立金

・建設改良積立金

・過年度分損益勘定留保資金

・消費税資本的収支調整額

　　　　計

（４）継続費

　　ア　営業費用
総額及び年割額 （単位：千円）

　　イ　附帯事業費用
総額及び年割額 （単位：千円）

　　ウ　建設改良費
総額及び年割額 （単位：千円）

計

計

　　　　　 事業名
年度

総合監視制御システム
一部更新工事

計

令和３年度 82,720 82,720

令和４年度 238,698 238,698

科　目
令和３年度
当初予算

令和２年度
当初予算

増　減 備　考

1 1 0

69,967 69,967 0 工業用水道事業会計等からの返還金

189,959 71,223 118,736

119,991 1,255 118,736 庁舎改修工事負担金等

4,201,944 1,581,150 2,620,794 渡川発電所大規模改良事業等

324,074 368,023 -43,949 企業債の元金償還

5,626,078 3,049,233 2,576,845

-5,436,119 -2,978,010 -2,458,109

1,000,000 1,000,000 0 一般会計への繰出金

60 60 0 自動車リサイクル預託金

5,436,119千円の補てん財源内訳

324,074千円

1,000,000千円

327,000千円

3,652,059千円

132,986千円

100,000 100,000 0

5,436,119千円

　　　　　 事業名
年度

総合監視制御システム
一部更新工事

計

4,376 4,376

0 0

4,3764,376

令和３年度

令和４年度

　　　　　 事業名
年度

総合監視制御システム
一部更新工事

計

0 0

195 195

195 195

令和３年度

令和４年度

計 321,418 321,418
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（１）業務の予定量

給水事業所数　１４者

年間総給水量　３８，０８５，７００ 

（２）収益的収入及び支出 （単位：千円）

事業収益

営業収益

給水収益

営業雑収益

営業外収益

受取利息

消費税還付金

長期前受金戻入

その他

特別利益

事業費

営業費用

職員給与費

減価償却費

修繕費

委託費

動力費

固定資産除却費

諸費

その他

営業外費用

支払利息 企業債等の支払利息

消費税等 消費税及び地方消費税納付額

雑損失等

特別損失

予備費

収支残

令和３年度宮崎県公営企業会計（工業用水道事業）予算

0 9,838 -9,838

17,700 17,415 285 補助金等の収益化相当額

36 1,556 -1,520

科　目
令和３年度
当初予算

令和２年度
当初予算

増　減 備　考

2,533 2,120 413

67,307

398,168 409,642 -11,474

362,394 362,295 99

359,861 360,175 -314

行政財産使用料等

35,774 47,347 -11,573

18,038 18,538 -500 資金運用による受取利息

日向市を含む14者の給水料金

0 0 0

473,497 407,651 65,846

457,441 401,154 56,287

65,492 1,815

128,494 127,186 1,308

106,060 103,193 2,867 アセットマネジメント計画策定業務等

94,990 43,191 51,799 曙橋水管橋（新管）塗装工事等

30,098 29,610 488 ポンプの電気料等

19,773 17,377 2,396 薬品費、各種関連費等

5,337 10,509 -5,172 直流電源装置取替工事等

通信運搬費、旅費等5,382 4,596 786

10,056 497 9,559

-75,329 1,991 -77,320

351 475 -124

59 21 38

0 0 0

6,000 6,000 0

1 9,6459,646

-14-



（３）資本的収入及び支出 （単位：千円）

工事負担金

固定資産売却代金

建設改良費

企業債償還金

借入金償還金

雑支出

予備費

※資本的収支不足額 　  　106,545千円の補てん財源内訳

・減債積立金

・借入金償還積立金

・過年度分損益勘定留保資金

・消費税資本的収支調整額

　　　　計

（４）継続費

　　ア　営業費用

総額及び年割額 （単位：千円）

　　イ　建設改良費

総額及び年割額 （単位：千円）

292

292

令和３年度

令和４年度

計

　　　　   事業名
年度

令和３年度

令和４年度

計

総合監視制御システム
一部更新工事

計

5,280

15,236

20,516

5,280

15,236

20,516

-2,961

1,410千円

60,000千円

42,855千円

2,280千円

106,545千円

20 20 0 自動車リサイクル預託金

　　　　   事業名
年度

総合監視制御システム
一部更新工事

計

0

292

292

0

備　考

直流電源装置取替工事等

1 1

企業債の元金償還

770 0 770 庁舎改修工事負担金

35,886 196,967 -161,081

1,410 4,371

令和３年度
当初予算

令和２年度
当初予算

増　減

収支残 -106,545 -271,357 164,812

60,000 60,000 0 電気事業会計への元金償還

10,000 10,000 0

資本的支出 107,316 271,358 -164,042

資本的収入 771 1 770

科　目

0
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（１）業務の予定量

年間施設利用者数  ３１，５００人

（２）収益的収入及び支出 （単位：千円）

事業収益

営業収益

施設利用料

営業雑収益

営業外収益

受取利息

長期前受金戻入

営業外雑収益

特別利益

事業費

営業費用

職員給与費

減価償却費

市町村交付金

諸費

その他

営業外費用

支払利息

消費税等

雑損失

特別損失

予備費

収支残

22,020 21,668 352

20,156 19,454 702

科　目
令和３年度
当初予算

令和２年度
当初予算

増　減 備　考

1,864 2,214 -350

1,780 2,135 -355 資金運用による受取利息

20,016 19,323 693 指定管理者からの納付金

140 131 9 行政財産使用料等

0 0 0

20,699 21,504 -805

72 78 -6 受贈財産評価額の収益化相当額

12 1 11

12,751 13,511 -760

1,279 1,360 -81 漁協への助成金等

18,489 19,559 -1,070

933 833 100

1,410 1,145 265

80 81 -1 借入金の支払利息

1,599 1,655 -56

1,927 2,200 -273 修繕費、消耗品費、委託費等

0 0 0

800 800 0

1,322 1,059 263 消費税及び地方消費税納付額

8 5 3

1,321 164 1,157

令和３年度宮崎県公営企業会計（地域振興事業）予算
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（３）資本的収入及び支出 （単位：千円）

資本的収入

資本的支出

建設改良費

借入金償還金

予備費

収支残

※資本的収支不足額 17,973千円の補てん財源内訳

・過年度分損益勘定留保資金

・消費税資本的収支調整額

　　　　計

科　目
令和３年度
当初予算

令和２年度
当初予算

増　減 備　考

17,973 22,380 -4,407

5,005 9,412 -4,407 コース管理用備品の更新

0 0 0

4,407

9,968 9,968 0 電気事業会計への元金償還

17,563千円

410千円

17,973千円

3,000 3,000 0

-17,973 -22,380
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３ 主な新規・重点事業

（１）将来に向けた安定経営のための基盤整備

渡川発電所大規模改良事業（継続費）

１．事業の目的 渡川発電所は、運用開始から６０年以上が経過し、主要機器

等に老朽化が見られるため、最新機器へ更新等を行う。

２．事業の概要

ア 予 算 額 １，８６４，３７７千円

※ 全体事業費 ３，９８３，９１１千円

事業期間 平成２９年度～令和４年度

イ 財 源 全額自己資金

ウ 事業内容 ①発電設備一括更新工事（１号水車発電機据付、屋外変電設

備据付、２号水車発電機撤去）

②土木・建築工事（２号水車周り基礎コンクリート撤去、建

屋内壁ほか改良）

３．事 業 効 果 老朽化した発電設備等の更新により、電力の供給信頼性が向

上し、発電電力量の増加やライフサイクルコストの低減を図る

とともに、固定価格買取制度（ＦＩＴ）の活用による収入の増

加を見込んでいる。
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綾第二発電所大規模改良事業（継続費）

１．事業の目的 綾第二発電所は、運用開始から６０年以上が経過し、主要機

器等に老朽化が見られるため、最新機器へ更新等を行う。

２．事業の概要

ア 予 算 額 ７１１，１６１千円

※ 全体事業費 １０，４６５，４００千円

事業期間 令和元年度～令和７年度

イ 財 源 全額自己資金

ウ 事業内容 ①発電所更新工事（発電機、水車、屋外変電設備、水圧鉄管

等の更新）に係る設計

②工事用土木設備工事（工事用トンネル新設・工事用道路整

備）に係る設計

３．事 業 効 果 老朽化した発電設備等の更新により、電力の供給信頼性が向

上し、発電電力量の増加やライフサイクルコストの低減を図る

とともに、固定価格買取制度（ＦＩＴ）の活用による収入の増

加を見込んでいる。
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工業用水道施設アセットマネジメント計画策定業務

１．事業の目的 工業用水道施設は昭和３９年に建設後、５６年が経過してい

る。今後の施設老朽化対策を適切に行うため、ライフサイクル

コストの最適化を考慮したアセットマネジメント計画の策定を

行う。

２．事業の概要

ア 予 算 額 ２２，３００千円

イ 財 源 全額自己資金

ウ 事業内容 令和２年度に実施した基礎調査をもとに、必要な更新・補修

等の措置の最適な時期と方法を判定して、ライフサイクルコス

トが最適になるような更新計画を策定する。

３．事 業 効 果 アセットマネジメント計画をもとに、国の補助金等を最大限

活用しながら、費用対効果の高い効率的な設備投資を行うこと

により、ユーザー企業への安定的な工業用水の供給が図られる。
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（２）経営環境の変化への的確な対応

○新古賀根橋ダムほか震度計設置工事

１．事業の目的 企業局が管理している３ダム（古賀根橋ダム、寒川ダム、浜

砂ダム）の適切な保全業務に活用するため、地震発生時にダム

本体にどのような影響があったかを把握できるよう、各ダムに

震度計を設置する。

２．事業の概要

ア 予 算 額 ５５，０００千円

イ 財 源 全額自己資金

ウ 事業内容 ダム本体の天端と下部に震度計を設置し、それぞれの震度お

よび加速度データを、既設の光回線を通して企業局(総合制御

課)へ伝送するシステムを構築する。企業局に送られた震度情

報は、担当者携帯端末にも配信できるようにする。

３．事 業 効 果 震度情報を蓄積することで、ダムの保全業務に活用すること

ができる。また、早期に確度の高い加速度データを取得するこ

とにより、速やかな臨時点検の実施を判断することができる。

じ

震度計システム構成案
ダム天端用処理装置

ダム下部用処理装置

制御装置

PLC

ダム管理事務所内

企業局庁舎

自動通報装置

6F 施設保全課 8F 総合制御課

震度計測部

担当者携帯端末

企業局管理ダム

既 設

光回線
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（３）地域貢献に資する取組の推進

企業局地域貢献事業（国スポ・障スポ支援事業）

１．事業の目的 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大

会の開催のための資金を一般会計に繰り出すことにより、地域

貢献に資する。

２．事業の概要

ア 予 算 額 １，０００，０００千円

※ 全体事業費 ２，０００，０００千円

事業期間 令和２年度～令和３年度

イ 財 源 全額自己資金

ウ 事業内容 電気事業会計から一般会計へ繰出しを行い、宮崎県国民スポ

ーツ大会・全国障害者スポーツ大会開催基金の財源とするもの

３．繰出しの財源について

ア 財源とする資金

電気事業会計の地方振興積立金

※ 電気事業の利益の一部を地域振興の財源とするため積み立てたもの

イ 地方振興積立金の残高（令和３年３月末の残高）

約１３億円

＜事業スキーム＞

一般会計へ

【電気事業会計】 繰 出 し

宮崎県国民スポーツ大会・地方振興積立金
全国障害者スポーツ大会開催基金

１０億円×２年

基金充当

○ 大会運営に要する経費
総合開・閉会式、大会運営等

○ 競技力向上に要する経費
選手の発掘、育成、強化
指導者確保等 など
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４ その他主要事業の概要

（１）企業局庁舎改修工事（継続費） ６３１，１９３千円
竣工から２５年以上経過している企業局庁舎について、非常用発電設備や空調設備

など設備更新工事及び天井・間仕切壁改修工事等を行う。

（２）祝子発電所主要変圧器取替工事(継続費） １８３，９４８千円
設置後４８年を経過した祝子発電所の主要変圧器を新しい機器に取り替える。

（３）祝子発電所所内高圧設備更新工事 １６１，１５０千円
設置後４８年を経過した祝子発電所の所内高圧設備を新しい機器に取り替える。

（４）○新総合監視制御システム一部更新工事（継続費） ８８，０００千円
各発電所や工業用水道施設の遠隔監視制御を行う総合監視制御システムについて、

耐用年数を過ぎた各種サーバ等のハードウェアを更新する。

（５）緑のダム造成事業 ６８，２８５千円
企業局の発電に関係するダム上流域の未植栽地を水源かん養機能の高い森林として

整備することにより、安定的な電力の供給と森林環境の保全を図る。

（６）○新田代八重発電所建屋改修工事 ６６，０００千円
竣工から２２年以上経過している田代八重発電所の建屋について、外壁や屋根、電

気・機械設備の改修工事を行う。

（７）岩瀬川発電所ほか計量点変更工事 ４３，６７０千円
電力システム改革に伴う電力の新たな計量方式に対応するため、岩瀬川発電所等の

電力量計の計量点を変更するための工事を行う。

（８）曙橋水管橋（新管）塗装工事 ３９，６００千円
前回塗装から１０数年が経過した曙橋水管橋（新管）について、劣化が著しいこと

から再塗装を行う。

（９）県営発電所周辺地域振興事業 １３，０００千円
発電所の施設等が所在する市町村を対象として、各自治体が取り組む地球温暖化対

策や地域活性化等の事業に対し助成金を交付する。

（10）みやざきの内水面資源回復推進事業 ９，０００千円
川の恵みを受けている企業局として、河川環境保全に寄与するため、漁村振興課と

共同で河川調査や増殖活動を実施することにより、漁場環境の再生への取組みを推進
する。

（11）企業局のお仕事ＰＲ事業 ８，０３５千円
発電所見学ツアーやゴルフ場を活用したイベント、ダム・発電所カードの配布等を

通じて、企業局の各事業をアピールする。

（12）小丸川濁水軽減対策調査業務 ８，０２１千円
小丸川の濁水軽減対策を図るため、濁り発生から清水化までの時間的変化等の状況

を調査する。

（13）○新企業局イメージアップ事業 ５，３８４千円
企業局の理念等を分かりやすく表現したキャッチコピー及びロゴを作成し、県民へ

広くＰＲすることにより、企業局のイメージアップを図る。
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（参考）知事部局等への経費支出予定額

（単位：千円）

内 容 支出予定額

知事部局への支出 2,449,398

一般会計繰出金（企業局地域貢献事業） 1,000,000

多目的ダム管理費用等 971,366

水利使用料 205,972

一般県道田代八重綾線防災対策工事負担金 165,000

退職手当負担金 72,965

宮崎県開発事業特別資金特別会計への繰出金 21,012

みやざきの内水面資源回復推進事業 9,000

企業局課題研究連携推進事業 4,083

市町村交付金 164,890

県営発電所周辺地域振興事業（市町村に対する補助） 13,000

合 計 2,627,288
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